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　保護者の皆様へ
　子どものこころのケア　　　　　　　　　　○○立○○○○○○学校
　東日本大震災からおよそ２か月たちましたが、余震や原発の問題もあり、落ち着かない日が続いております。学校としても、子どもたちが安心感・安全感がもてるよう全力を挙げて取り組んでいます。困ったことがありましたら、どの先生でも相談しやすい先生にご連絡ください。一緒に子どもたちのこころのケアをすすめていきましょう。
　以下のこころのケアのポイントは、東京学芸大学の小林正幸教授の言葉をまとめたものです。
◆子どもたちが感じている恐さ・不安について
　被害が軽かった地域での子どもたちも、津波が迫る映像や原発の水素爆発をテレビでくりかえし見ました。そのことで起きた恐怖感は非常に大きなものです。それは映画などのつくり物ではなく、大人たちも余裕をなくし、その映像を見ていました。大人たちの余裕のなさや不安・緊張も、子どもたちのこころに影響を与えています。
◆恐さ・不安は、人と比較できません
　子どもたちは、自分よりも大変な思いをしている人たちがいることを、テレビを見て知っています。だから「自分はがまんしなければいけないんだ」と考えます。
　でも、どれほど遠い地域でも、どれほどの軽微な被害でも、恐いものは恐いのです。「もっとつらい思いをしている人たちがいるんだよ」と、被災地からの距離を比較して、恐さや不安をがまんさせないようにしましょう。
◆朝の健康観察を丁寧に
　朝の健康状態を丁寧に見てください。「おはよう」と声をかけたあと、いつもより時間をとり、「ゆっくり眠れた？」「調子が悪いことはないかな？」と、身体面に注目するようにしてください。お子さんの表情がいつもと違うときは、「心配なことはなーい？」「浮かない顔しているね」などと、表情から受け取れることを、言葉で伝えてあげてください。

　身体で感じる恐さに寄り添ってもらい、誰かに安心を与えてもらえれば、時間の経過とともに癒されていきます。

◆子どもが津波ごっこ・地震ごっこをするとき
　友達と手をつないで、突然「津波だぞー」「うぉー」と言いながら皆を追いかける遊びをする子がいます。友達と手をつないで「ガラスが、ガチャガチャ！」「キャー！ キャー！」と体を揺らす遊びをする子がいます。海外でも、このような遊びが流行ったとの情報が届いています。
　大人の目から見れば、不謹慎な遊びに見えます。でも、子どもたちは、安全な場で、安心できる友達と、それを遊びにして恐さや不安を分かち合い、解消していくのです。これらの遊びは、「子どもが自分でこころのケアを行っている」と考えられ、「自己治癒遊び」と呼べるものです。

　子どもが津波ごっこ・地震ごっこをしているのを見たときは、危険な遊びに発展しないよう、見守ってください。

◆大人たちも同じです
　普段に比べて妙に元気になったり、妙に怒りっぽくなったり、涙ばかり出てしまうということを経験した人もいらっしゃると思います。「そんな自分はダメだ」と思ったり、イライラした人もいるでしょう。でも、今回のような大規模な災害では、大人たちも尋常ではない恐怖を味わい、不安を感じています。ですから、そういう自分は、「それでいい」のです。自分で自分にＯＫを出しましょう。そして、目の前のお子さんに、「あなたはそれでＯＫ」と伝えましょう。

